






　
現在

平成28年２月
基本計画策定時
平成26年２月 増減額

事業費

新庁舎建設工事費 93億円 80億円 13億円
その他工事費（解体、外構） 8億円 6億円 2億円
その他経費（設計、工事監理ほか） 9億円 8億円 1億円
合計 110億円 94億円 16億円

財　源

国庫補助金等 3億円 3億円
合併特例債 76億円 60億円 16億円
庁舎建設基金 ① 20億円 20億円 0億円
上下水道事業負担金 9億円 9億円 0億円
一般財源 ② 2億円 5億円 △3億円

将来負担

合併特例債の返済額 元金 76億円 60億円 16億円
利子 5億円 10億円 △5億円

返済額計（元金＋利子） 81億円 70億円 11億円
国からの交付額（地方交付税）57億円 49億円 8億円
市の実質返済額 ③ 24億円 21億円 3億円

返済期間を20年とした場合
の１年当たり市の実質返済額 1.2億円 1.0億円 0.2億円

実質負担額（①＋②＋③） 46億円 46億円 0億円

問合せ　企画総務部庁舎建設課☎0834-22-8153

■事業費および実質負担額

▲新庁舎のイメージ

実施設計を進める中で、基本計画のコン
セプトに影響のない範囲で構造や内外装
などを精査し、事業費の抑制に努めました
が、近年の労務単価、資材単価の動向から
工事費単価が上昇し、事業費は基本計画
策定時より16億円の増額となる110億円
を見込んでいます。
しかし、財源として、国庫補助金などを３
億円、合併特例債活用額を16億円増額す
ること、また、最近の借入実績により利子が
５億円減額する見込みであることから、将来
負担を含めた実質負担額については基本
計画策定時の46億円から変更ありません。
※ 実質負担額46億円の内訳は次の①～
③のとおりです。
①庁舎建設基金の積み立て … 20億円
②建設期間の一般財源 …………2億円
③合併特例債の市の実質返済 … 24億円
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～「安心」と「つながり」のまちづくり拠点の実現に向けて～

新庁舎建設事業

建設地 現本庁舎敷地 現本庁舎敷地
延べ床面積 20,930㎡ 執務室面積などの見直し 20,415㎡

構造 鉄骨鉄筋コンクリート
一部鉄骨造 コスト減を図るため変更 鉄骨鉄筋コンクリート

一部鉄筋コンクリート造

階数 地上6階
（6階：機械室など）

地上6階
（6階：機械室など）

駐車台数 来庁者用165台 西側出入口の
安全対策のため減 来庁者用160台

■建築概要
基本設計 実施設計

現
在
の
本
庁
舎
は
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
、耐
震
性
が
低
い
こ
と
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
実
現
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、本
庁
機
能

が
分
散
し
来
庁
者
に
分
か
り
に
く
く
、非

効
率
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
し「
安
心
・
安

全
」の
拠
点
に
な
る
庁
舎
、全
て
の
人
に
分

か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
庁
舎
、交
流

や
憩
い
の
場
と
し
て
気
軽
に
集
い
、活
動
で

き
る
よ
う
な
長
く
親
し
ま
れ
る
庁
舎
を
実

現
す
る
た
め
、新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

１
月
に
、一
部
事
務
室
の
仮
庁
舎
へ
の

移
転
が
完
了
し
、現
在
、東
本
館
な
ど
の

解
体
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。解
体
工
事

の
完
了
後
、10
月
頃
か
ら
新
庁
舎
建
設
工

事
に
着
手
し
、平
成
30
年
度
に
完
成
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、昨
年
５
月
に
完
成
し
た
基

本
設
計
を
基
に
、実
施
設
計
を
進
め
る
中

で
、建
築
概
要
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
児
童
扶
養
手
当（
所
得
制
限
あ
り
）

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
両
親
と
生
計

を
別
に
す
る
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
あ
る
児

童
、ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童
）を
監
護
す
る
親
、ま
た

は
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

し
ま
す
。

●
児
童
手
当（
所
得
制
限
あ
り
）

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

●
遺
児
福
祉
手
当（
所
得
制
限
あ
り
）

両
親
ま
た
は
そ
の
一
方
と
死
別
し
た
中

学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
、本
市

に
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
人
に

支
給
し
ま
す
。

● 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成（
所

得
制
限
あ
り
）

市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童（
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に

あ
る
児
童
）の
医
療
費
の
自
己
負
担
額（
入

院
時
食
事
負
担
額
な
ど
は
除
く
）を
助
成

し
ま
す
。

● 

乳
幼
児
医
療
費
助
成

（
所
得
区
分
判
定
あ
り
）

小
学
校
就
学
前
の
児
童

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額

（
入
院
時
食
事
負
担
額
な
ど

は
除
く
）を
助
成
し
ま
す
。

● 

母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
貸
付
金

●
納
付
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
対
応
す
る
た
め
、バ
ー

コ
ー
ド
を
表
示
す
る
な
ど
、納
付
書
の
様

式
が
変
わ
り
ま
す
。バ
ー
コ
ー
ド
の
表
示

が
あ
る
納
付
書
に
限
り
、コ
ン
ビ
ニ
で
納

付
で
き
ま
す
。

新
し
い
納
付
書
は
、と
じ
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、納
付
書
の
期
別
を
確
認
の
上
、支

払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
レ
シ
ー
ト
は
保
管
を

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
場
合
は
、領
収
印
が

押
印
さ
れ
た
領
収
証
書
と
併
せ
て
、レ

シ
ー
ト
を
必
ず
受
け
取
り
、大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

次
の
よ
う
な
納
付
書
で
は
、コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

▼
バ
ー
コ
ー
ド
の
表
示
が
な
い
も
の

▼
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

▼
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

▼
納
付
書
1
枚
の
金
額
が
30
万
円
を
超

え
る
も
の

※ 

コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
え
な
い
場
合
は
、

金
融
機
関
お
よ
び
周
南
市
役
所（
本
庁

舎
、仮
庁
舎
、各
総
合
支
所
、各
支
所
）

の
窓
口
で
支
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン‐イ
レ
ブ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、ロ
ー
ソ
ン
、ポ
プ
ラ
、エ
ブ
リ
ワ
ン
、く

ら
し
ハ
ウ
ス
、コ
コ
ス
ト
ア
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ト
ア
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
、サ
ン
ク
ス
、

ス
パ
ー（
北
海
道
）、ス
リ
ー
エ
イ
ト
、ス

リ
ー
エ
フ
、生
活
彩
家
、セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
、セ
ー
ブ
オ
ン
、タ
イ
エ
ー
、デ
イ
リ
ー

ヤ
マ
ザ
キ
、ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
、ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア
、ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ

プ
、ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、ロ
ー

ソ
ン
ス
ト
ア
１
０
０
、Ｍ
Ｍ
Ｋ（
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
キ
オ
ス
ク
）設
置
店（
順
不
同
）

問
合
せ

　
▼
コ
ン
ビ
ニ
納
付
・
市
税
に
関

す
る
こ
と
…
納
税
課
管
理
担
当
☎
０

８
３
４‐22‐８
３
６
３
▼
国
民
健
康
保

険
料
に
関
す
る
こ
と
…
保
険
年
金
課

徴
収
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
１
３

曜日や時間を気
にすることなく
近くのコンビニ
店舗で納付でき
ます。

市
県
民
税（
普
徴
徴
収
）、固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、軽
自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
料
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

平成
28年度
から

離婚や死別でひとり親になり、不安を抱えている家庭に
支援制度を紹介します。まずは相談してください。

ひとり親家庭の皆さんへ

ひ
と
り
親
家
庭
や
寡
婦
の
人
の
経
済

的
自
立
を
助
け
、生
活
意
欲
の
助
成

と
、子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
の
割
引

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

が
、Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
通
勤
す
る
場
合

は
、通
勤
定
期
乗
車
券
を
3
割
引
き
で

購
入
で
き
ま
す
。

※ 

特
定
者
用
定
期
乗
車
券
購
入
証
明

書
の
交
付
が
必
要
で
す
。

● 

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金（
事
前
申
請
が
必
要
）

雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
制
度

の
指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、同
制
度
に
よ

る
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
人
に
対
し
、

本
人
が
支
払
っ
た
経
費
の
2
割（
上
限

10
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

● 

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金（
事
前
申
請
が
必
要
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
看
護
師
や
介

護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
、2
年
以
上
養
成
期
間
で
修
業
す

る
場
合
、生
活
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
、生
活
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

給
付
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
４

６
０
・
０
８
３
４‐22‐８
３
５
１
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く
れ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。忘
れ

ず
、電
池
交
換
を
行
い
ま
し
ょ

う
。交
換
後
は
必
ず
作
動
確
認

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

電
池
寿
命
は
メ
ー
カ
ー
、機
種
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
取
扱
説
明

書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
、セ
ン

サ
ー
な
ど
の
寿
命

に
よ
り
、交
換
が

必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

昨年、秋季火災予防運動
に呼応する行事の一環とし
て、防火意識の啓発のた
め、県内の幼稚園および保
育園の園児、小・中学校の
児童・生徒、また６５歳以上
の高齢者を対象に、火災予
防に関する作品（ポスター・
習字・絵画・防火標語）を募
集しました。
本市消防管内からは、全
970作品の応募があり、27
作品が入賞しました。
入賞作品は、3月8日（火）

まで、イオンタウン周南で展
示しています。

入賞作品　ポスター小学生の部
岐山小学校5年　内田亜希さん

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
、適
切
に
機
能

す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、日
頃
か

ら
手
入
れ
な
ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
汚
れ
て
い
た
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
、ほ
こ
り
な
ど

が
付
く
と
、火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り

ま
す
。少
な
く
と
も
、1
年
に
1
回
は
、乾

い
た
布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
下
が
っ

て
い
る
引
き
ひ
も
を
引
く
、あ
る
い
は
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
に
よ
り
、作
動
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。な
お
、メ
ー
カ
ー
や
機
種
に

よ
っ
て
、確
認
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
は
、音
や
光
で
知
ら
せ
て

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き
ま
す
。火
気
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
場
合
は
、付
近
に
可
燃
物

を
放
置
し
な
い
な
ど
、適
切
な
使
用
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、例
年
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
季

節
に
、た
き
火
や
野
焼
き
に
よ
る
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま
す
。火
気
の
取
り
扱
い

に
は
、十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維
持
管
理

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
、火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

問
合
せ

　
消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８

３
４‐22‐８
７
７
３

３月１日（火）～７日（月）

春季全国火災予防運動
　
３
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）の
一
週
間
は「
春
季
火
災
予
防
運
動
」が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
防
火
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、家
庭
で
の
備
え
を
十
分
に
し

ま
し
ょ
う
。

無
防
備
な

　
心
に
火
災
が

　
か
く
れ
ん
ぼ

平成27年度
全国統一
防火標語

住宅用火災警報器

平成27年度

火災予防作品
募集結果

火災警報器は
大切な家族や
家財を守る
見張り人です

どの作品も
力作ばかりです！

ぜひ見にきてください
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「ちゃんと眠れちょる？」 ３月は、自殺対策強化月間

相談内容 相談先 相談日時
「生きることがつらい」と
悩んでいる本人・
その家族の相談

いのちの情報ダイヤル“絆
きずな

”
☎0835-22-3321

火・金曜日（祝日、年末年始を除く）
9時～11時30分、13時～16時30分

精神科受診など早急な
対応に関する相談

こころの救急電話相談
☎0836-58-4455 365日、24時間対応

心の健康全般 心の健康電話相談
☎0835-27-3388

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
9時～11時30分、13時～16時30分

■相談窓口 ～一人で悩むより、まず相談を～

問合せ　健康増進課
地域保健担当
☎０８３４-22-8553

睡眠には、疲労を回復しストレスを解消
する働きがあります。また免疫力を高める

役割もあり、風邪にもかかりにくくなります。快適な睡眠を
確保することは、心と体の健康を保つために大切です。
２週間以上眠れない場合は、うつのサインかもしれませ
ん。うつ病になると早朝に目が覚めたり、熟睡感がないな
どの特徴的な睡眠障害を示します。こうした睡眠障害を初
期のうちに発見し、適切に治療することが、うつ病の悪化
を予防し、さらに自殺を予防することにもつながります。

月別自殺者数の最も多い３月は、自殺対策強化月間で
す。サインの一つである睡眠に着目し、「ちゃんと眠れちょ
る？」を合言葉に、あなたの大切な人の変化に気づいたら
「元気がないけど、どうしたの？」などと、まずは声を掛け
てみてください。
心の病気は決して特別なものではなく、誰でもかかり得

る病気です。かけがえのない命を守るためには本人の気持
ちに耳を傾け、早めに専門家などに相談するように促すな
ど、温かく寄り添いながらじっくりと見守りましょう。

富
田
西
部
第
一
土
地
区
画
整
理
施
行

区
域
内
の
、川
崎
平
野
線
と
中
溝
線
の
一
部

（
別
図
矢
印
の
区
間
）が
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

県
道
下
松
新
南
陽
線
、宮
の
前
線
、浜

田
線
へ
接
続
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
差
点
に

は
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴

い
、区
画
整
理
区
域
内
の
２
か
所
の
信
号

機
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。（
別
図
参
照
）

国道2号

産業道路

山﨑八幡宮

県道下松
新南陽線

川崎
平野線

新南陽駅

▲

▲福川駅
JR山陽本線

宮
の
前
線

中
溝
線

浜
田
線

富田
中学校西幹部

交番

開通する区間
信号機新設

信号機廃止

区画整理区域

問
合
せ

　 区
画
整
理
課
新
南
陽
分

室
☎
０
８
３
４‐61‐４
３
０
９

　
お
願
い

こ
の
開
通
に
よ
り
、車
の
流
れ
や
道
路

交
通
規
制
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
、十
分

注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

区
画
整
理
区
域

内
は
、各
所
で
道
路

や
宅
地
造
成
工
事

を
行
っ
て
お
り
、道

路
の
切
り
替
え
な

ど
が
あ
る
の
で
、表

示
看
板
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

区
画
整
理
区
域
内
道
路
の
一
部
が

３
月
28
日（
月
）に
開
通
し
ま
す

天
候
な
ど
に
よ
り
、翌
日
以
降
に
ず
れ
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。



市
長

随
想

みんなのひろば

「
若
い
世
代
が
や
り
た
い
と
言

え
ば
、島
の
皆
さ
ん
は
無

条
件
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。本
当

に
人
が
温
か
い
島
で
す
」と
話
す
の

は
、大
津
島
の
定
住
移
住
促
進
に
尽

力
す
る
古
城
涼
太
さ
ん
で
す
。

　 大
津
島
出
身
の
古
城
さ
ん
は
、大

学
進
学
を
き
っ
か
け
に
上
京
し
ま
す

が
、寝
る
た
め
だ
け
に
家
に
帰
る
よ

う
な
生
活
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
帰

郷
。島
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
る

と
、数
年
後
に
島
は
ま
す
ま
す
深
刻

な
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
危

機
感
を
覚
え
、島
お
こ
し
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　 現
在
は
家
業
の
漁
業
を
継
ぐ
た
め

の
修
業
を
し
な
が
ら
、島
お
こ
し
協
力

隊
の
隊
員
だ
っ
た
義
理
の
兄
ら
と
共

に
、大
津
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、都
市
で
の

定
住
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。同
協
議
会
は
島
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
、全
国
の
島
々
が

集
ま
る
祭
典
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
５

で
、約
２
０
０
の
島
々
の
中
か
ら
１
島
に

贈
ら
れ
る
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
の
島
民

の
写
真
を
並
べ
た
の
が
評
価
さ
れ
た

よ
う
で
す
。イ
ベ
ン
ト
後
に
移
住
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」と
古
城
さ
ん
。

島
の
魅
力
を
継
続
的
に
発
信
し
、い

ず
れ
は
定
住
促
進
ツ
ア
ー
も
し
た
い

と
夢
は
い
っ
ぱ

い
。は
に
か
み
な

が
ら
話
す
古
城

さ
ん
の
目
は
、

し
っ
か
り
島
の

未
来
を
見
据
え

て
い
ま
す
。

特別賞を受賞したアイランダー2015の様
子。島の魅力を伝えようと工夫を凝らします。

島の魅力を自分たちらしく
発信し続けたい

鍋
焼
き
う
ど
ん周

南
市
長  

木
村
健
一
郎

　

「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、頑
張
っ
ち
ょ
る
か

ね
？
」

ふ
す
ま
を
開
け
て
、母
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
ま
す
。手
に
持
っ
た
お
盆
の

上
に
は
、大
好
物
の
鍋
焼
き
う
ど
ん

が
…
。ふ
た
を
開
け
る
と
、ふ
わ
っ

と
立
ち
昇
る
湯
気
と
良
い
香
り
。

毎
晩
遅
く
ま
で
受
験
勉
強
に
励

ん
で
い
た
高
校
時
代
の
私
の
一
番

の
楽
し
み
は
、こ
の
夜
食
で
し
た
。

愛
情
た
っ
ぷ
り
の
母
の
味
を
、今

で
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

お
肉
、え
び
天
、だ
し
の
染
み
込

ん
だ
油
揚
げ
、ホ
ウ
レ
ン
草
、シ
イ

タ
ケ
、か
ま
ぼ
こ
、そ
し
て
、う
ど
ん

は
コ
シ
の
な
い
方
が
好
き
。熱
々
の

も
の
を
お
椀
に
移
し
、ト
ロ
ト
ロ
の

卵
を
絡
め
な
が
ら
少
し
ず
つ
味
わ

う
の
が
、私
流
で
す
。

あ
あ
、こ
う
し
て
書
い
て
い
る
だ

け
で
、お
な
か
が
鳴
っ
て
き
ま
す
。

ま
さ
に
、鍋
焼
き
う
ど
ん
は
、夜

食
の
王
様
。今
思
い
出
し
て
も
絶
品

で
し
た
。「
違
う
味
」の
隣
り
に
、ま
た

「
違
う
味
」。具
の
一
つ
一
つ
が
鍋
の
中

で
合
わ
さ
る
か
ら
こ
そ
、豊
か
な
味

に
な
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、ま
ち
づ
く
り
に
も

共
通
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
生
き
生

き
と
活
躍
し
、お
互
い
の
個
性
を
認

め
合
い
、引
き
立
て
合
う
こ
と
で
、

ま
ち
の
一
体
感
と
魅
力
が
醸
成
さ

れ
ま
す
。周
南
市
の
誇
る
地
域
力
と

市
民
力
を
大
い
に
発
揮
し
な
が
ら
、

「
共
に
。」進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
大

切
さ
を
、懐
か
し
い
思
い
出
か
ら
も

教
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、妻
に
、こ
の
鍋
焼
き

う
ど
ん
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
食
べ
た
ら
寝
て
た
で
し
ょ
？
」

い
え
、い
え
、い
え
…
。（
汗
）

check！
スマートフォン
で古城さんから
の動画メッセー
ジが見られます

2016.3.1 8

古
こ

城
じょう

 涼
りょう

太
た

さん

大津島にUターンして活動中



　

県内に暮らす外国人や、海外在住経験のある人などから
海外の体験談を聞くイベントが行われました。初めて本市
で開催された今回は、39人が参加。アメリカ出身の県国際
交流員を講師に迎え、さまざまな話が披露されました。参加
した皆さんは、アメリカの意外な真実に時に感心しながら、
興味深く聞いていました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

楽しみながら異文化を知る、貴重な時間

市内の小・中学生2,036人が参加した、本年度の野菜
メニューコンクールで、給食賞を受賞した作品が、学校給
食に採用されました。受賞作は、よく噛

か

む野菜メニュー部
門の、岩国産のレンコンを使ったマーボーレンコン。考
案した栗原小雪さんの通う徳山小学校には１月
27日に登場し、児童たちは、友だちが考え
出した料理を喜んで味わいました。

児童のアイデア料理が給食時間に登場

福川保育園で、節分の豆まきが行われました。園児の皆さ
んは、手作りの鬼のお面をかぶった年長の園児が演じる、鬼

の迫力にびっくり。泣いたり逃げ惑いながらも、
勇気を出して紙で作った手作りの豆をまきまし
た。最後は、お面を脱いだ年長組の皆さんと仲
直りして、歌を歌ったりと１日を楽しみました。

みんな仲良しの、手作り豆まき

福川保育園豆まき

場所：福川保育園
2

2

新徳山駅ビル シンポ
ジウム

場所：徳山保健センタ
ー 1

30

平成30年度の開館をめざして計画が進められている、
新徳山駅ビルのシンポジウムが開かれました。市担当者が
計画を説明した後、建築士や商店街関係者などによるパネ
ルディスカッションを実施。新徳山駅ビルの整備事業につ
いて、意見を述べました。来場した約300人の皆さんは、真
剣に耳を傾けて質問、積極的に参加していました。

多文化共生国際カフェ
 in 周南

場所：学び・交流プラ
ザ

2

にぎわいを生む街をめざして意見交換

その他の写真はこちら

6

児童の イデ 料理が給食時間に登

1
27

学校給食に児童が考案した献
立を提供

野菜メニューコンクール給食
賞受賞作品を味わう

場所：徳山小学校

2016.3.19



お
知
ら
せ

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日
程

任
期
満
了
に
よ
る
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
を
行
い
ま
す
。

告
示
日

　
５
月
15
日（
日
）

投
票
日

　
５
月
22
日（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

　
４
月
４
日（
月
）９
時
30
分
〜

場
所

　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　 選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
２
１

野
生
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
資
材
の
提
供

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
に
よ
る
農
作
物

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、必
要
な
資

材
を
提
供
し
ま
す
。被
害
を
受
け
て

い
る
農
家
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
、集

落
全
体
で
鳥
獣
害
対
策
を
行
う
こ
と

で
、被
害
の
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

対
象

　 自
ら
侵
入
防
止
柵
を
設
置

し
、適
切
に
管
理
で
き
る
集
落
・
団
体

提
供
資
材

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
資

材
一
式（
サ
ル
用
電
気
柵
の
併
設
も
可
）

設
置
期
間

　 資
材
提
供（
10
月
頃
予

定
）後
、平
成
29
年
1
月
31
日（
火
）

ま
で
に
設
置
完
了

申
込
み

　
４
月
１
日（
金
）ま
で
に
、申

込
書
を
、持
参
で
、農
林
課
有
害
鳥

獣
対
策
室
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
１
５

１
、熊
毛
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎

０
８
３
３‐
92‐
０
０
１
４
、鹿
野
総

合
支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８
３
４‐

68
‐
２
３
３
5

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

平
成
28
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
、市
広
報
３
月
15
日
号
に
併

せ
て
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ

　 リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
計

画
担
当
☎
０
８
３
４‐
61
‐
０
３
２
４

転
居
す
る
と
き
は
連
絡
を

市
内
に
在
住
す
る
人
が
、転
居
す

る
と
き
は
、水
道
料
金
や
下
水
道
使

用
料
の
精
算
手
続
き
が
必
要
で
す
。

転
居
す
る
前
に
、必
ず
お
客
様
番
号

（
使
用
者
番
号
）・
住
所
・
氏
名
・
転
居

日
・
転
居
先
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、名
義
変
更
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
共
用
戸
数
の
増
減
な
ど
変
更
が

あ
る
場
合
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
▼
徳
山
・
新
南
陽
地
域
…

上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー
☎
０
８

３
４‐
22‐
８
６
１
７
▼
熊
毛
地
域
…

熊
毛
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８

３
３‐
92‐
０
０
１
９
▼
鹿
野
地
域
…

鹿
野
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８

３
４‐
68‐２
３
３
４

水
質
検
査
計
画
の
閲
覧

平
成
28
年
度
に
、水
質
検
査
を
行

う
場
所
や
検
査
項
目
、検
査
回
数
な

ど
の
計
画
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所

　
▼
徳
山
・
新
南
陽
地
域
…

上
下
水
道
局
水
質
管
理
課
☎
０
８
３

４‐
62‐
５
１
８
５
▼
熊
毛
地
域
…
熊

毛
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８
３

３‐
92‐
０
０
１
９
▼
鹿
野
地
域
…
鹿

野
総
合
支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８
３

４‐
68‐２
３
３
４

※ 

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
つ

い
て
は
、上
下
水
道
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　 上
下
水
道
局
水
質
管
理

課
☎
０
８
３
４‐
62
‐
５
１
８
５

井
戸
水
で
下
水
道
使
用
時
の
届
け
出

井
戸
水
な
ど
水
道
水
以
外
の
水

で
、下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
・
漁

業
集
落
排
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、次
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
時

　
▼
下
水
道
な

ど
使
用
の
開
始
・
休
止
▼
届
け
出
を

し
て
い
る
使
用
人
数
の
変
更（
転
入
・

転
出・出
生・死
亡・施
設
入
所
な
ど
、

家
庭
で
の
生
活
人
数
の
変
動
）▼
相

続
な
ど
に
よ
る
名
義
変
更
▼
新
た
に

井
戸
水
の
使
用
を
始
め
る
と
き（
水

道
水
と
の
併
用
・
水
道
水
か
ら
井
戸

水
へ
変
更
）▼
井
戸
水
の
使
用
を
中

止
し
水
道
水
へ
変
更

届
出
窓
口

　
▼
徳
山
・
新
南
陽
地
域
…

上
下
水
道
局
料
金
課
▼
熊
毛
・
鹿
野

地
域
…
各
総
合
支
所
産
業
土
木
課

問
合
せ

　
上
下
水
道
局
料
金
課
☎
０

８
３
４‐
22‐８
６
０
６

徳
山
動
物
園
開
園
時
間
を
変
更

３
月
か
ら
、開
園
時
間
を
９
時
〜

17
時
に
変
更
し
ま
す
。

※
入
園
は
、16
時
30
分
ま
で
で
す
。

問
合
せ

　 徳
山
動
物
園
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
４
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
機
材

の
貸
し
出
し

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助

成
金
を
受
け
て
、各
種
イ
ベ
ン
ト
用
機

材
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

対
象

　 市
内
の
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織

助
成
を
受
け
た
団
体

　 福
川
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

貸
出
機
材

　 綿
菓
子
機
、ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
マ
シ
ン
、氷
削
機
、発
電
機
、

テ
ン
ト
、セ
イ
ロ
セ
ッ
ト
、羽
釜
、寸

胴
鍋
、ガ
ス
コ
ン
ロ

貸
し
出
し
の
申
込
み
先

　 福
川
会

館
☎
０
８
３
４‐62‐２
７
８
１

問
合
せ

　 地
域
づ
く
り
推
進
課
地

域
づ
く
り
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
１
２

緑
の
募
金
に
協
力
を

緑
の
募
金
は
、地
域
の
緑
化
活
動

や
学
校
の
環
境
緑
化
な
ど
緑
を
守

り・
育
て
る
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

期
間

　
５
月
31
日（
火
）ま
で

場
所

　 市
役
所
本
庁
舎
市
民
さ
ろ

ん
、農
林
課
、各
総
合
支
所
、各
支
所

問
合
せ

　 農
林
課
林
政
担
当
☎
０

８
３
４‐
22‐８
３
６
０

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で

の
、子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時

　
３
月
20
日（
祝
）９
時
〜
10
時

（
小
雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
、27

日（
日
）に
延
期
）

※ 

５
月
か
ら
、満
70
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
へ
は

譲
渡
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

場
所

　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ

　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

情　報
ひろば
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お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

市
広
報
２
月
15
日
号
の
表
紙
に

記
載
し
た
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。ト
マ
ト
生
産
農
家
の
歳
光
さ
ん

は
、昨
年
12
月
に
新
規
就
農
者
と
し

て
市
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

問
合
せ

　 広
報
情
報
課
広
報
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
３
２

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す

市
広
報
２
月
15
日
号
と
同
時
配

布
し
た
、交
通
災
害
共
済
加
入
申
込

書
の
記
入
例
の
、会
費
合
計
金
額
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
、

２
１
０
０
円
で
す
。

問
合
せ

　 生
活
安
全
課
生
活
安
全

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
４
０

保
健

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
の
接
種
期
間

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予

防
接
種
は
、生
涯
で
1
回
の
予
防
接

種
で
、年
度
ご
と
に
対
象
者
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。平
成
27
年
度
の
対

象
者
の
接
種
期
間
は
、3
月
31
日

（
木
）ま
で
で
す
。ま
だ
接
種
し
て
い

な
い
人
は
、期
間
内
に
受
け
て
く
だ

さ
い
。期
間
を
過
ぎ
る
と
接
種
費
用

の
助
成
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

平
成
27
年
度
の
対
象
者
は
、27
年

4
月
2
日
か
ら
28
年
4
月
1
日

ま
で
に
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80

歳
、85
歳
、90
歳
、95
歳
、１
０
０

歳
に
な
る
人
で
、27
年
4
月
に
高

齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
受
診
券（
は
が
き
）を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ

　 健
康
増
進
課
企
画
調
整

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
５
２

相
談

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　
３
月
８
日（
火
）13
時
30
分
〜

15
時
30
分

問
合
せ

　 熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
０
８

仮
庁
舎（
旧
近
鉄
松
下
百
貨
店
）で
開
催

日
時

　
３
月
９
日（
水
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　 人
権
推
進
課
人
権
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
５
６

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
で
開
催

日
時

　
３
月
９
日（
水
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　 鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時

　
３
月
17
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ

　 新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
１

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

日
時

　
３
月
22
日（
火
）13
時
30
分
〜

15
時
30
分

問
合
せ

　 熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
８

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　 ３
月
12
日（
土
）、26
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所

　 仮
庁
舎
別
館（
旧
勤
労
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

問
合
せ

　 住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
３
４
、県
建

築
士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28
‐

５
２
２
６

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
、苦

情
や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時

　
３
月
８
日（
火
）13
時
30
分
〜

15
時
30
分

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の
で
開
催

日
時

　
３
月
９
日（
水
）９
時
〜
12
時

菊
川
公
民
館
で
開
催

日
時

　
３
月
16
日（
水
）９
時
〜
11
時

30
分

夜
市
公
民
館
で
開
催

日
時

　
３
月
16
日（
水
）13
時
〜
15
時

30
分

い
ず
れ
も

問
合
せ

　 生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
０

子
育
て

就
学
援
助
費
の
申
請

市
内
に
在
住
す
る
小
・
中
学
生
の

保
護
者
が
、経
済
的
理
由
で
子
ど
も

を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、学
用
品
費
や
給
食

費
、修
学
旅
行
費
、学
校
保
健
安
全
法

に
基
づ
く
医
療
費
な
ど
、就
学
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
所

得
制
限
あ
り
）引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
、申
請
が
必
要
で
す
。

必
要
な
物

　 交
付
申
請
書
・
印
鑑
・

振
込
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
・
平
成

28
年
１
月
１
日
現
在
、本
市
に
住
民

票
の
無
い
人
、ま
た
は
6
月
以
降
に

申
請
す
る
場
合
は
、平
成
28
年
度
所

得
証
明
書

申
込
み

　 4
月
28
日（
木
）ま
で
に
、

必
要
な
物（
所
得
証
明
書
は
6
月
以

降
提
出
）を
、持
参
で
、学
校
教
育
課

学
務
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
５
４

３
、教
育
委
員
会
事
務
局
各
総
合
出

張
所
、鹿
野
総
合
支
所
地
域
政
策
課

※ 

5
月
以
降
も
申
請
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
、申
請
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

３
月
１
日（
火
）〜
７
日（
月
）は
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。

協
力
医
療
機
関
で
は
、こ
の
期
間
に

予
防
接
種
に
関
す
る
相
談
や
通
常
診

療
時
間
外
で
の
接
種
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、必
ず
事
前
に
協

力
医
療
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
医
療
機
関
は
県
感
染
症
情
報

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://kanpoken.pref.
yam

aguchi.lg.jp
/jyo

ho
/

page6.htm
l

ま
た
は
、か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　 健
康
増
進
課
企
画
調
整

担
当
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
８
５
５
２

福
祉

高
齢
者
に
紙
お
む
つ
を
給
付

対
象

　 次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
、満
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
、ま

た
は
認
知
症
の
高
齢
者
で
、常
時
失

禁
状
態
の
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
▼
紙
お
む
つ
利
用
者
と
介
護

者
世
帯
が
、市
民
税
非
課
税
世
帯
▼

要
介
護
認
定
の
基
本
調
査
項
目
に

基
づ
く
寝
た
き
り
度
ま
た
は
認
知

症
度
が
基
準
を
満
た
し
て
い
る

※ 

引
き
続
き
受
給
を
希
望
す
る
人

も
申
請
が
必
要
で
す
。
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※ 

年
度
途
中
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

使
用
料

　 年
間
11
万
１
６
０
円
〜

18
万
６
６
２
０
円

申
込
み

　
使
用
許
可
申
請
書
・
船
舶

検
査
証
書
の
写
し
・
船
舶
登
録
事
項

通
知
書
の
写
し・住
民
票
の
写
し
を
、

持
参
・
郵
送
で
、水
産
課
水
産
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
６
６

永
源
山
公
園
つ
つ
じ
祭
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

日
時

　 ５
月
３
日（
祝
）・
４
日（
祝
）

９
時
〜
16
時

場
所

　
永
源
山
公
園

募
集
区
画

　
２
m
×
２
m
程
度
▼
３

日
…
90
区
画
程
度
▼
４
日
…
50
区
画

程
度

出
店
料

　 1
区
画
２
０
０
０
円

申
込
み

　 ３
月
７
日（
月
）か
ら
、電

話
で
、永
源
山
公
園
管
理
事
務
所
☎

０
８
３
４‐
63
‐
７
８
９
９

問
合
せ

　
公
園
花
と
み
ど
り
課
内
永

源
山
公
園
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局
☎
０
８
３
４‐
22‐
８
４
０
２

県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
美
術
展

対
象

　 60
歳
以
上（
昭
和
32
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
が

創
作
し
た
未
発
表
の
作
品

展
示
期
間

　 6
月
18
日（
土
）〜
20
日

（
月
）

募
集

県
健
康
福
祉
祭
ス
ポ
ー
ツ
文
化

交
流
大
会
参
加
者

対
象

　
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

期
日
と
種
目

　
▼
５
月
11
日（
水
）…

卓
球
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ペ
タ
ン
ク
、弓

道
、剣
道
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▼
13
日

（
金
）…
テ
ニ
ス（
雨
天
の
場
合
は
、ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、ペ
タ
ン
ク
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
12
日（
木
）に
開
催
）

場
所

　 維
新
百
年
記
念
公
園（
山
口

市
）ほ
か

定
員

　
▼
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
…
80
人

▼
そ
の
他
…
な
し

参
加
料

　
無
料

申
込
み

　
３
月
４
日（
金
）〜
４
月
4

日（
月
）に
、申
込
書
を
、持
参
で
、高

齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
担
当
☎

０
８
３
４‐
22‐８
４
６
１
、ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
担
当

長
田
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

浮
桟
橋
の
利
用
者

対
象

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
所
有

す
る
人

場
所

　
長
田
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ

期
間

　 毎
年
4
月
1
日
〜
翌
年
3

月
31
日（
更
新
可
）

※ 

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、除

き
ま
す
。

内
容

　
１
か
月
当
た
り
２
０
０
０
円

以
下
の
紙
お
む
つ
を
現
物
給
付

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、４

０
０
０
円
以
下
を
給
付
し
ま
す
。

申
込
み

　 申
請
者
の
印
鑑
を
、持
参

で
、高
齢
者
支
援
課
介
護
給
付
・
保

険
料
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
６

７
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣
選
手
選
考
会

対
象

　 平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

で
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

な
ど
を
受
け
て
い
る
13
歳
以
上
の
人

（
陸
上
競
技
と
水
泳
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
種

目
は
6
歳
以
上
の
人
も
参
加
可
能
）

期
日
と
種
目

　
▼
５
月
８
日（
日
）…

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

▼
15
日（
日
）…
陸
上
競
技
▼
22
日

（
日
）…
水
泳
・ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
卓
球
・

Ｓ
Ｔ
Ｔ

場
所

　 維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上

競
技
場（
山
口
市
）ほ
か

申
込
み

　 3
月
７
日（
月
）必
着
で
、申

込
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５‐０

０
３
２
銀
座
２‐
13
障
害
者
支
援
課
障

害
者
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３

８
７・
０
８
３
４‐
22‐
８
４
６
４

場
所

　
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト（
防
府
市
）

部
門

　
日
本
画・洋
画・彫
刻・工
芸・

書
・
写
真

申
込
み

　 3
月
22
日（
火
）〜
4
月
22

日（
金
）に
、申
込
書
を
、持
参
で
、高

齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
担
当
☎

０
８
３
４‐
22‐８
４
６
１
、各
総
合
支

所
福
祉
担
当

地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

委
員

対
象

　 市
内
に
在
住
し
、20
歳
以
上

の
人
で
、地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
た

経
験
が
あ
り
、年
２
回
程
度
の
会
議

（
夕
方
に
開
催
）に
参
加
可
能
な
人

内
容

　 地
域
づ
く
り
推
進
計
画
の

進
捗
へ
の
意
見
・
提
言

任
期

　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

定
員

　
３
人
程
度

選
考

　
書
類（
必
要
に
応
じ
て
面
接
）

申
込
み

　 3
月
31
日（
木
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
作
文

（
応
募
の
動
機
と
地
域
づ
く
り
推
進

計
画
に
関
す
る
意
見
、８
０
０
字
以

内
、様
式
自
由
）を
、持
参・郵
送・フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐
０
０

４
５
徳
山
港
町
１‐
１
地
域
づ
く
り

推
進
課
地
域
づ
く
り
支
援
担
当
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
４
１
２
・

０
８

３
４‐
22
‐
８
４
２
８
・

kyodo@
city.shunan.lg.jp

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

一
般
・
飛
行

対
象

　 20
歳
以
上
26
歳
未
満（
22
歳

未
満
は
、大
学
卒
業
ま
た
は
見
込
み

の
人
）、大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
含
む
）は
、28
歳
未
満
の
人

歯
科
・
薬
剤
科

対
象

　 専
門
の
大
学
卒
業（
見
込
み

含
む
）▼
歯
科
…
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
人
▼
薬
剤
科
…
20
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人
、大
学
院
修
士
課
程
修
了

者（
見
込
み
含
む
）は
28
歳
未
満
の
人

い
ず
れ
も

試
験
期
日

　
▼
一
次
試
験
…
５
月
14

日（
土
）・
15
日（
日
）（
15
日
は
、飛
行
要

員
の
み
）▼
二
次
試
験
…
６
月
14
日

（
火
）〜
17
日（
金
）の
指
定
す
る
１
日

受
付
期
間

　 5
月
6
日（
金
）必
着

問
合
せ

　 自
衛
隊
周
南
地
域
事
務

所
☎
０
８
３
４‐
31‐７
０
９
７

姉
妹
都
市
に
提
供
す
る
俳
句

姉
妹
都
市
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市（
オ

ラ
ン
ダ
）の
記
念
句
碑
に
表
示
す
る

俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
▼
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
人
▼
本
市
出
身
の
人

内
容

　 デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
と
の
友
好

親
善
に
つ
な
が
り
、未
来
に
希
望
の
も

て
る
内
容
の
作
品

応
募
規
定

　
▼
５
・
７
・
５
の
17
語
を

原
則
と
し
、必
ず
し
も
季
語
を
用
い
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る
必
要
は
な
い
▼
一
人
一
句
と
し
、

各
種
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
未
提
出
の

作
品
▼
著
作
権
は
作
者
に
帰
属（
た

だ
し
、候
補
作
品（
3
句
程
度
）に
つ

い
て
は
、本
市
に
著
作
権
が
帰
属
す

る
も
の
と
す
る
）

審
査

　 市
審
査
会
で
審
査
し
、3
月

中
旬
に
公
表

賞

　 採
用
さ
れ
た
作
者
に
、感
謝
状

お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈

申
込
み

　
３
月
８
日（
火
）消
印
有
効

で
、作
品・作
品
の
紹
介
文
を
、郵
送・

E
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐
０
０
４
５

徳
山
港
町
１‐
１
観
光
交
流
課
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
・
国
際
交
流
推
進
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
２
・

kanko@
city.shunan.lg.jp

催
し

国
際
ツ
ル
絵
画
展

本
年
度
募
集
し
た
、周
南
の
ナ
ベ

ヅ
ル
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
と

鹿
児
島
県
出
水
市
、韓
国
、モ
ン
ゴ

ル
、ロ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い

た
ツ
ル
の
絵
を
展
示
し
ま
す
。本
市

と
出
水
市
の
小
中
学
生
に
よ
る
共

同
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間

　
３
月
４
日（
金
）〜
17
日（
木
）

9
時
〜
17
時（
動
物
園
の
開
園
日
・

時
間
に
準
じ
る
）

場
所

　
徳
山
動
物
園

※ 

動
物
園
の
入
園
料
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
３

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

と
し
ょ
か
ん
お
話
し
会

日
時

　
３
月
12
日（
土
）10
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所

　
中
央
図
書
館

問
合
せ

　
中
央
図
書
館
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
６
８
２

よ
み
き
か
せ
の
会

日
時

　
３
月
12
日（
土
）10
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所

　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛

問
合
せ

　
熊
毛
図
書
館
☎
０
８
３
３‐

92
‐
０
１
７
９

お
は
な
し
会

日
時

　
３
月
12
日（
土
）14
時
〜
15
時

場
所

　
新
南
陽
図
書
館

問
合
せ

　
新
南
陽
図
書
館
☎
０
８
３

４‐
62
‐
１
１
５
０

市
長
公
舎
一
般
見
学
会

市
長
公
舎
は
、大
正
時
代
を
代
表

す
る
和
洋
折
衷
方
式
の
木
造
住
宅

で
、国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内
し

ま
す
。

日
時

　
３
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

10
時
〜
15
時

催し

瀬戸内海国立公園太華山春爛漫ハ
イキング
日 時　４月３日（日）８時30分～15時
（雨天中止）
集合・解散場所　ＪＲ櫛ケ浜駅
定員　50人（受け付け順）
参加料　５００円（昼食代・保険代）
持 参物　水筒、リュック、帽子、その他
ハイキングに必要なもの
申 込み　４月２日（土）までに、住所・
氏名・電話番号を、電話で、櫛浜公
民館☎0834-25-0555

城下町徳山の桜のトンネルを歩こう！
日 時　４月１日（金）９時20分～12時
（小雨決行）
集合・解散場所　ＪＲ徳山駅（みゆき口）
内 容　徳山の桜のトンネルと歴史遺
産を訪ねる（約5キロメートル）

定員　50人（受け付け順）
参加料　１００円（保険代・資料代）
申込期間　３月28日（月）まで
山田家本屋周辺の散策と道の駅ソ
レーネ周南に行こう!!
日 時　４月２日（土）9時45分～15時
（小雨決行）

集合・解散場所　ＪＲ戸田駅
内 容　山田家本屋周辺の散策、湯野
温泉の足湯、道の駅ソレーネ周南を
巡る（約4キロメートル、湯野までバ
スで移動）
定員　20人（受け付け順）
※最少催行人数は、10人です。
参 加料　1,300円（昼食代・保険代・
資料代）
※ 入浴希望の人は入浴料が別途必
要です。
申込期間　3月28日（月）まで
弾正糸桜と山野草めぐり
日時　４月４日（月）８時50分～16時
集合・解散場所　ＪＲ徳山駅（みゆき口）
内 容　鹿野地域のしだれ桜「弾正糸
桜」と山野草の観賞、漢陽寺を巡る
（約５キロメートル、鹿野までバスで
移動）
定員　40人（受け付け順）
参 加料　２,500円（昼食代・拝観料・
資料代・保険代）
申込期間　3月31日（木）まで
永源山公園チューリップ鑑賞と富田
地区の史跡めぐり
日時　４月９日（土）９時～12時
集合・解散場所　ＪＲ新南陽駅
内 容　約２万本のチューリップ鑑賞と

登録有形文化財の旧日下医院な
ど、史跡を巡る（約7キロメートル）
定員　50人（受け付け順）
参加料　１００円（保険代・資料代）
申込期間　４月５日（火）まで
戦艦大和最後の停泊地と人間魚雷
「回天」の基地を訪ねて
日時　４月９日（土）９時～14時30分
集合・解散場所　ＪＲ徳山駅（みなと口）
内 容　馬島を一周した後、回天記念
館と人間魚雷「回天」の訓練基地跡
を訪ねる（約５キロメートル）
定員　50人（受け付け順）
※最少催行人数は15人です。
参加料　３００円（資料代・保険代）
※ 乗船料１,420円、入館料３００円が
別途必要です。
持参物　昼食
申込期間　４月５日（火）まで
いずれも
　観光ボランティアガイドが案内します。
申 込み　住所・氏名・年齢・電話番号
を、持参・郵送・電話・ファクスで、〒
745-0033みなみ銀座1-8観光案
内所まちのポート☎0834-22-
8691・ 0834-33-8425
問 合せ　観光交流課観光振興担当
☎0834-22-8372

JRふれあいウオーク
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を
ク
リ
ア
し
て
、里
山
の
忍
者
を
め

ざ
す

定
員

　 40
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

※ 

５
〜
７
人
の
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込

む
と
、同
じ
班
で
力
を
合
わ
せ
て

修
行
で
き
ま
す
。

※ 

抽
選
は
、5
〜
7
人
の
グ
ル
ー
プ

は
グ
ル
ー
プ
で
、そ
れ
以
外
は
兄

弟
な
ど
で
一
緒
に
申
し
込
ん
だ
場

合
で
も
個
別
に
行
い
ま
す
。

参
加
料

　 １
人
…
７
９
０
０
円（
食

事
代
、バ
ス
代
、保
険
料
な
ど
）

申
込
み

　 3
月
14
日（
月
）ま
で
に
、

大
田
原
自
然
の
家
☎
・
０
８
３
４‐

89
‐
０
４
６
１講

座・講
演

新
南
陽
図
書
館
で
開
催

短
歌
を
つ
く
る
会

日
時

　
３
月
11
日（
金
）10
時
〜
12
時

あ
け
ぼ
の
読
書
会

日
時

　
３
月
18
日（
金
）10
時
〜
12
時

学
校
図
書
館
を
考
え
る
会

日
時

　
３
月
19
日（
土
）10
時
〜
12
時

30
分

い
ず
れ
も

参
加
料

　
無
料

問
合
せ

　
新
南
陽
図
書
館
☎
０
８
３

４‐
62
‐
１
１
５
０

場
所

　
市
長
公
舎（
慶
万
町
３‐
15
）

※ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　 財
務
課
財
産
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
８
１

中
西
政
美・弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー

ト
in
図
書
館

「
八
代
の
里
の
物
語
」を
作
詞
・
作

曲
し
た
中
西
政
美
さ
ん
が
、市
の
ご

当
地
ソ
ン
グ
や
、昔
懐
か
し
い
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

日
時

　 ３
月
19
日（
土
）19
時
〜
20

時
30
分

場
所

　
中
央
図
書
館

定
員

　 80
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料

　
無
料

申
込
み

　 ３
月
８
日（
火
）〜
18
日

（
金
）に
、住
所
・
氏
名（
複
数
の
場
合
、

連
名
で
記
載
）・電
話
番
号
を
、電
話・

E
メ
ー
ル
で
、中
央
図
書
館
☎
０
８

３
４‐
22‐
８
６
８
２・

toshok
an@

city.shunan.lg.jp

忍
ニ
ン
！
修
行
で
ご
ざ
る
！

春
の
子
ど
も
村

対
象

　
小
学
４
〜
６
年
生

期
間

　
３
月
28
日（
月
）〜
30
日（
水
）

２
泊
３
日

場
所

　
大
田
原
自
然
の
家

内
容

　 火
起
こ
し
の
術
、忍
び
足

の
術
、ひ
も
結
び
の
術
な
ど
の
修
行

皆さんの活動耳より情報

伝言板

■春の洋蘭展
●日時／3月5日（土）10時～17時、6日
（日）10時～16時●場所／イオンタウ
ン周南●問合せ／徳山蘭友会事務局
櫻谷さん☎0834-31-9659

■ 学び・交流プラザ自主グループパッ
チワークキルト作品展
●日時／3月5日（土）10時～17時、6日
（日）10時～15時●場所／学び・交流
プラザ●内容／タペストリー、バッグ、
小物などの展示●問合せ／金田さん
☎0834-63-6029

■市民文化教室受講生募集
●日時／毎月1～2回、9時30分～20
時の間で2時間●内容／短歌、俳句、漢
詩、園芸、日本画、絵画、実用細字、篆
刻、書の総合講座、ハワイアンキルト、ス
テンシル※場所は、問い合わせてくだ
さい。●参加料（月額）／1,000～3,000
円●申込み／3月15日（火）までに、周南
文化協会事務局☎0834-22-8190

■美味しい玄米御飯の炊き方と試食会
●日時／3月27日(日）9時～12時●
場所／夜市公民館●定員／20人（受
け付け順）●持参物／エプロン、タッ
パー、一品料理（漬物など）●申込
み／3月24日（木）までに、周南なずな
の会藤井さん☎090-1680-6331

■グラウンドゴルフ協会会員募集
●対象／市内に在住・通勤・通学する人
※登録金額などは、各支部に問い合わ
せてください。●申込み／3月20日（祝）
までに、チーム名・代表者名・代表者の住
所・チーム全員の氏名・生年月日・電話
番号を▼新南陽支部…体育協会新南陽
支部☎0834-62-2678▼熊毛支部…
山本さん☎0833-91-3042▼鹿野支
部…藤本さん☎0834-68-3139▼徳
山支部…河済さん☎0834-28-1422

■向道湖マラソン大会
●日時／4月10日（日）10時～（8時30
分～受け付け）※雨天決行●場所／向
道湖ふれあいの家周辺●種目／▼10
㎞…高校一般男子・女子、男子50歳以
上・60歳以上▼5㎞…中学生男子、高
校一般男子・女子、男子60歳以上・70
歳以上▼3㎞…中学生女子▼2㎞…小
学4～6年生男子・女子▼1.5㎞…小学

1～3年生男子・女子▼雲海と棚田の
見える丘ウオーク（5㎞）●定員／600
人（受け付け順）※ウオークは定員な
し●参加料／▼一般…3,000円▼高校
生…2,000円▼小・中学生…1,000円▼
ウオーク…2,000円（高校生以下1,000
円）※参加賞・福引き券・弁当引換券付
き●申込み／3月25日（金）までに、市体
育協会事務局☎0834-28-8311

■周南国際交流児童クラブ
　米岩国基地の児童や県国際交流員
など外国の人と交流をしてみません
か。●対象と定員／平成28年度の小
学生、40人程度（受け付け順）●申込
み／笹村さん☎090-4653-0472

■徳山カルタ会（百人一首）会員募集
●日時／毎月第3金曜日13時30分～
15時30分●場所／徳山社会福祉セ
ンター●会費／300円（茶菓代）●問
合せ／斉藤さん☎0834-25-2261

■初心者教室オレンジの会
●日時／毎週木曜日13時～14時●
場所／周陽公民館●内容／ストレッ
チ、室内ウオーキング、ダンス体操●
参加料（月額）／2,500円●問合せ／
久野さん☎0834-25-3363
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■シティーケーブル周南 ■Kビジョン
■メディアリンク ■岐北テレビ

水素先進都市『周南』の取組み
（3月放送分）

３月の納付
介護保険料 10期
国民健康保険料 10期
後期高齢者医療制度保険料 9期

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災害・緊急
時のお知らせや気象情報のEメールが配信されます。
shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信されたEメール
の内容に従って登録してください。

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

【人口】147,423人（前月比 －59人）

［男］71,282人（前月比 －37人）
［女］76,141人（前月比 －22人）
●出生102人 ●死亡167人
●転入262人 ●転出256人

【世帯】67,753世帯（前月比 －6世帯）

人のうごき（1月31日現在）

2件（平成28年の累計 2件）
火災件数（1月の発生件数）

死者数0人（平成28年の累計0人）
負傷者数85人（平成28年の累計85人）

交通事故件数（1月の発生件数） 

数字で見る周南市

長寿命化への取り組み
●発行元／行政改革推進室　●問合せ／☎0834-22-8202
●作者／谷川智昭　●協力／YICキャリアデザイン専門学校

　施設などを長く使うためには日々
の点検や清掃をすることが大切です。
今後は橋だけでなく、施設の点検に
ついてもさらに強化して実施します。
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正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

マに特別講演やプレゼンテーション
などを開催します。●日時／3月24日
（木）13時～16時●場所／ホテルサ
ンルート徳山●問合せ／徳山高専
総務課☎0834-29-6210

■ 未内定の新卒者・既卒者の皆さんへ
　就職について知りたいこと、不安
なこと、求人情報など、気軽に問い
合わせてください。また、応募書類や
面接対策の相談も受けますので積
極的にハローワークを活用してくだ
さい。●問合せ／ハローワーク徳山
学卒担当☎0834-31-1950

■保育の現場で働いてみませんか
　県保育士バンクやハローワークで
は、保育士資格を持っている皆さん
への相談・支援を行っています。何
でも気軽に相談をしてください。●
内容／就職に向けた相談、希望に応
じた保育所のあっせん、就職面接会
などの開催や案内●問合せ／県こ
ども政策課保育・母子保健班
☎083-933-2747※求職票
の電子データが必要な人は、
県こども政策
課ホームペー
ジを見てくだ
さい。

■ ねんきん・労働無料相談会
●日時／3月12日（土）10時～12時
●場所／徳山社会福祉センター●
持参物／年金手帳、年金証書、印鑑
（認印）、職歴のメモなど●問合せ／
県社会保険労務士会徳山支部☎
0834-83-3883

■ 徳山高専夢広場「まちなかの小さ
な卒研発表会」
　徳山工業高等専門学校土木建築
工学科5年生と環境建設工学専攻２
年生の有志が、1年間の研究成果を
発表します。●日時と内容／▼発表
会…3月12日（土）13時30分～17時
▼作品展示…3月12日（土）～19日
（土）●場所／ふれあいぱーく街あい
●問合せ／徳山高専総務課☎0834-
29-6227

■ 山口3高専高度化改革シンポジウム
　山口県の発展と高専の役割をテー

市以外からのお知らせ

掲示板

2016.3.115
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